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 プロジェクトの実施概要  

１ プロジェクトの目的 

本事業は「地域の教育力向上」及び「学術

文化の推進」を目指した大学と美術館の連携

によるワークショップ活動の実践である。具

体的には、教育学部教員（画家）と外部講師

（映像作家）が茨城県天心記念五浦美術館を

舞台に地域の子どもを対象とした造形ワーク

ショップ『金屏風に花が咲く』を実施する。

最終的に、完成した絵画・映像作品を美術館

が企画する『金–KIN』展の期間中に館内で展

示し、鑑賞者へ訴求することを目的としてい

る。 

また、事業責任者は連携事業を3年間かけ

て実施する計画を立てており、今年度の成果

をもとに、次年度の取り組みに向けた省察も

行う。継続した取り組みにより、大学と美術

館間の有効な連携の在り方を探るとともに、

発展的な課題を抽出することも目的とする。 

 

２ 連携の方法及び具体的な活動計画 

 美術館側は、大学側責任者とともに事業の

企画・立案を行い、実施に向けた運営を行う。

また、ワークショップがスムーズに行えるよ

うに場所の設定や画材・道具の準備等を行い、

活動の環境を整える。さらに、完成した作品

の展示場所の確保や外部への広報を担当する。 

大学側は、美術館側責任者とともに本事業

の具体的な活動内容の企画・立案を行う。ま

た、事前準備と事業当日の進行を担当する。

他に、外部講師や補助学生の手配、映像作品

の制作や展示構成及び展示作業等を担当し、

本事業の趣旨を広く伝達させることに努める。 

大まかな活動計画は以下のとおりである。 

○6月初旬…事業の企画・立案 

○6月中旬…事業の広報・参加者の募集 

○7月下旬…事業参加者の決定 

○8月下旬…事業の実施 

○9月中旬〜10月8日…完成作品展示 

 

３ 期待される成果 

 事業を通して期待される主な成果は、①活

動参加者（児童・生徒）の学校外美術体験に

よる創造力の向上、②活動補助者（教育学部

学生）の将来的な教育力の向上、③作品展示

による鑑賞者へ向けた新たな美的感性の訴求、

④大学及び美術館の地域貢献、研究・教育力

の伝達、の四点である。 

 

選択テーマ 
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 プロジェクトの実施成果  

１ 活動実績 

(1) 造形ワークショップの実践 

【題名】金屏風に花が咲く 

【日時】平成30年8月25日（土） 

午前10時30分～午後2時30分 

【場所】茨城県天心記念五浦美術館講座室 

【講師】片口直樹（大学教員） 

横田将士（映像作家） 

【対象】小学生16名 

【内容】参加者全員で一つの金屏風作品を制 

作するワークショップを実施した。 

美術館企画展『金-KIN-』関連イベン 

トとして開催（図１・２）し、完成 

作品は展覧会期間中に美術館内で展 

示することを前提とした。作品のテ 

ーマを「花」とし、午前の部（１時 

間半）と午後の部（１時間半）に分 

けて制作を行った。 

まず、午前中にモダンテクニック（デ 

カルコマニー・ドリッピングなど） 

を応用した絵の具遊びを行い、「花」 

の素材となる色紙を複数枚制作させ 

た。参加者が画材に親しみを感じな 

がら、色彩と形の魅力を再発見する 

ことを目的とした。これにより、創 

作意欲の向上を図るとともに、午後 

の制作に向けて想像力を膨らませる 

ことを目的とした（図３）。 

続いて午後に、制作した色紙を利用 

して、「花」の制作を行った（図４）。 

事前に準備した手製の屏風型キャン 

バスを提示し、参加者それぞれが理 

想の花の姿を想像し、コラージュの 

技法により、花の絵を完成させた。 

最後に、作品を金屏風に貼り付ける 

ことで、一つの大きな作品として完 

成させた（図５）。参加者が、屏風と 

いう伝統的な絵画要素を体感しつつ、 

共同制作が生み出す表現の多様性に 

ついて考察した。 

 

 

図１ 事業用フライヤー表面デザイン 

 

 

図２ 事業用フライヤー裏面デザイン 
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図３ 午前の活動の様子 

 

 

図４ 午後の活動の様子 

 

 

図５ 完成した作品と参加者による記念撮影 

 

(2) 造形ワークショップ作品の展示 

【題名】金屏風に花が咲く 

【期間】平成30月9月17日（月・祝）～ 

10月 8日（月・祝） 

【場所】茨城県天心記念五浦美術館ロビー 

【内容】ワークショップ活動で制作した絵画 

作品（金屏風４曲一双）と、絵画作 

品をもとに制作した映像作品（DVD 2 

分）を、太平洋が一望できる企画展 

入口前に並置して展示した（図６）。 

映像は、ワークショップ活動のコン 

セプトや子どもたちの動きを反映さ 

せたものであり、絵画と対応して鑑 

賞することで、活動当日の様子を想 

起させる役割を持つ。また、活動の 

記録媒体としてDMを製作し、鑑賞者 

に配布した（図７）。作品を企画展鑑 

賞者に訴求することはもとより、活 

動参加者が作品を振り返る場となる 

ことを目的とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 作品展示の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ DM画像面デザイン 
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２ プロジェクトの達成状況 

(1)活動参加者のアンケートからの考察 

ワークショップ活動後に簡単なアンケート

を実施したが、活動内容について参加者全員

が「とても楽しかった」「楽しかった」と回答

した。その理由としては、絵の具を大胆に使

用できたことなど、学校や自宅では経験でき

ない特別な活動が魅力的であったことが自由

記述から推察できる。 

また、保護者の感想の中に、「子どもが生き

生きと活動している様子に新たな発見があっ

た」というものがあった。参加した子どもの

みならず、保護者にとっても気付きのある活

動になったと思われる。 

他にも、口頭によるアンケートから、色彩

の多様性や伝統的な屏風について体験的に考

察する機会となったことなどがうかがい知れ

た。 

これらにより、期待された成果①「活動参

加者の創造力の向上」が達成されたと考える。 

 

(2)作品鑑賞者の感想ノートからの考察 

ワークショップ作品展示期間中に、鑑賞者 

が自由に感想を記入できるよう「感想ノート」

を設置した。50名の記入があり、そのほとん

どが好意的な意見であった。映像作品に対す

る称賛が多々あり、絵画作品と並置すること

で活動当日の様子が鑑賞者に想起されていた

ことがうかがえる。作品への好意的な意見に

加え、本取組み自体を称賛する意見もあった。

大学と美術館による新たな取組みが、少なか

らず浸透したことが推察できる。 

 以上により、期待された成果③「新たな美

的感性の訴求」が実現できたものと考える。 

 

(3) 活動全体を通して 

 本事業の目的の一つである「学術文化の推

進」について、上記で触れたように、ワーク

ショップ活動とそれによる作品展示の実践に

よって、社会に示すことができたと推察する。

大学と美術館が双方の資源を活用し、協働に

より研究・教育力を発揮した姿を訴求するこ

とができたのではないだろうか。活動後には、

本事業のコンセプトも示す映像作品をWeb上

で公開（https://vimeo.com/289034384）した

り、本事業の全容を「茨城県近代美術館だよ

り／No.112」（発行：平成30年11月 30日、

茨城県近代美術館）で報告するなど、期待さ

れた成果④「地域貢献、研究・教育力の伝達」

が果たされたと考える。 

 しかし、本事業のもう一つの目的である「地

域の教育力向上」については課題が残った。

当初は教育学部学生を複数名参画させ、活動

補助者として関わる中で、教育力の向上を図

る予定であったが、積極的な参加者は院生１

名のみであった。参加した院生にとっては学

びの多い機会となったものの、期待された成

果②「学生の将来的な教育力の向上」を十分

に果たせたとは言えない。 

   

３ 今後の計画と課題 

今後の計画としては、プロジェクトの目的

で述べたとおり、３年間の継続した取組みと

して展開させていく予定である。本事業によ

りプロジェクト参加者の役割が明確になった

ことから、活動のスタイルを維持しつつ、内

容を発展・充実させていくことを目指す。 

その際の課題として、学生補助者の確保や

ワークショップ参加者の確保（特に中学生）

があげられる。学生の確保については、活動

日程の検討や学外活動への意欲の向上を図る

ことで解決していきたい。また、小学生に比

べて参加希望数が少ない中学生の参加者を確

保する上で、活動内容をより高度で魅力的な

ものに改良する必要があると考えている。こ

れらの課題について、大学と美術館が連携し

て取り組むことも本プロジェクトの意義であ

ると捉えているため、より強固な協力体制を

整えていく所存である。 
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